
The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

研究論文

オ フ ィ ス 環境 に お け る積極的環境効果 と

そ の 実験調査 に つ い て の 研究

聖徳大学短期大学部 五 藤　寿樹

梗　概

　オ フ ィ ス 環境は 、人工 環境化 し、
一

定の 快適

性 が設定され て い る 。 しか し、現在、 こ の 「一

定 の 快適な オ フ ィ ス 環境」 に 対 して 、「よ り快

適な オ フ ィ ス 環境」が設定 され よ う と し て い る。

　オ フ ィ ス 環境を決定す る機能的要因に 、情報

メ デ ィ ア な らび に そ の ツ
ー

ル や利用形態が 、大

き く作用す る。近年、 こ の 情 報 メ デ ィ ア が電子

メ デ ィ ア 化 し、その ツ ール として の OA 機器が

広 く利用 され るよ うに な っ て い る 。
こ の OA 化

に よ り、オ フ ィ ス 労働は 高質化が望 まれ 、継続

的 な集中力等が要求 され る こ とか ら 、
オ フ ィ ス

環境が 、よ り快適 な もの へ と変化す る こ と に な

る。

　 OA 化 され た オ フ ィ ス 環境で は 、知的活動の

比率が増大す る こ とに な り、 こ の 状況下 で 、 よ

り快適 な

活性化 さ

こ の 環境

で きる。

　 こ の 積

ト ウ ェア 作成現場を 4 つ の グ ル ープ （環境音楽

と香 り、環境音楽 の み 、香 りの み、環鏡に 変化

な しの 各 グ ル ープ）に 分け 、環境の 変化に よ る

影響効果を心 理 的変化、思考的行動の 変化 に つ

い て 調査 し、各種ア ン ケ ー トを実施す る実験調

査を行 っ た 。 その 結果、積極的環境効果を実証

す る こ とが で ぎた
。

　本稿で は 、現在 に お け る オ フ
ィ

ス 環境 の 変化

と、積極的環境効果を 論述 し
、 実験調査の 結果

を考察す る こ とで 、そ の 効 果を評価す る 。

Abstract

　Office　envirenment 　has　gained　a　certain　level

of　 comfortability 　 through　 artificial　 setting ．

These　days，　 however ，　 it　requires 　more 　com −

fortability　beyond　this　level，

　 The　 functional　 factors　 which 　 determine　 of一

fice　environment 　greatly　depend 　upon 　office

automation （OA ），its　tools　and 　the　way 　of 　us −

ing　 them ．　 Information　media 　 today　 is　 elec −

tronic　media ，　 and 　the 　O　A 　devices　as 　its　tools

has　been　being　widely 　used ．　By 　this　automatiza −

tion，　 which 　 requires 　 office 　 environment 　 to
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change  into much  more  comfortable  one,

  The  demand  for intellectual work  is increas-

ing in the automated  office  environment,  Such

an  environment  us  provides the office  with

more  comfortability  and  makes  intellectual

work  more  active,  I call  
"positive

 envi-

ronment".  Now  I suppose  that it will  be possi-

ble to rnake  the positive environment  by means

of  music  and  fragrance.

  In order  to testify the idea, I divided the

workplace  producing software  into 4 groups(a

group  with  no  conditioning,  that conditioned

by music  only,  that by fragrance only,  and  that

by both music  and  fragrance)and checked  the

influence of  each  group  on  the workers'

psychology  and  thinking activities,  based on

the questionaire,

  In this paper, examining  the results  of  the  in-

vestigation,  I will  describe the  environmental

change  and  its effect,  and  evaluate  the

favorable results.

:
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1．　 は じめ に

　現代 に お け る オ フ ィ ス 環境 は 、 ニ ュー
オ フ

ィ ス

の 名の もとに 、旧 来 の オ フ ィ ス 環境に 比 ぺ 、よ り

快 適な もの が 設置 され る よ うに な っ て ぎて い る 。

こ の 現代的 オ フ
ィ

ス 環境は 、通産省 の 施策、な ら

び に そ の 施策 の 1 つ で ある ニ ューオ フ
ィ

ス 推進 協

議会の もと に 展開 され る 、 ＝ ユーオ フ ィ ス 運動 に

負 う と こ ろ が大 きい 。「ニ
ュ
ーオ フ ィ ス 化推進 の

提言」 （通産省 、1987）に お け る ニ
ュ
ーオ フ ィ ス

の キ
ー

ワ
ー ドは 快適さ と機能性 で あ る とされ て い

る 。 機能的 で あ る こ と は 、旧来の オ フ ィ ス で も要

求 され た こ とで あ る が、快適性は 何 を意味す る の

で あろ うか 。

　本稿で は 、現代に お け る オ フ
ィ

ス 環境 の 傾 向を

快 適性 に つ い て 考 察 し、そ の 現代的意味か ら積極

的環境 に つ い て 論 じる 。そ し て 、そ の 積極的環境

効 果を環境音楽と香 りに つ い て 実現す る こ とを仮

定 し
、 そ の 効果 に つ い て検証 した実験調査に つ い

て 考察す る 。

　な お
、 本稿で 検証 した 実験調 査 に つ い て は 、

1993年 10月中国北京に て 開催 され た 「OA ・情報

管理 北京国際大会」 （五 藤 、1993） で 報告 し た 内

容 を基礎 と し て い る が 、本稿 の論 旨に そ っ て 解析

手法等 を改め て 検討 しなお し た もの で あ る 。

2．　 オ フ ィ ス 環境

　近代 オ フ ィ ス の 成立 以来、オ フ
ィ

ス 環境 は基本

的 に 人工 的環境の なか に 成立 し て い る。それ は 、

オ フ ィ ス に お け る能 率や 、それ 以前 の 安全 性 ・健

康 とい う人間 の 基礎 的要件 の な か で要求され 、建

築技術や照 明 ・空調 等の 発達に よ り、 それ らが オ

フ
ィ

ス 環境に 取 り入れ られて ぎたか らで あ り、 そ

こ では
一定 の 快適性 が提供 され る こ とに な る 。

　 こ れ らは、建築様式 と して の モ ダ ニ ズ ム の 潮流

と して の オ フ
ィ

ス ビ ル と して成 立 し て きた 。 しか

し 、 現代に おけ る オ フ
ィ

ス は 、 こ れ ま で の 人工 的

環境の な か で成立 す る 「一定の 快適 なオ フ ィ ス 環

境」か ら、「よ り快適な オ フ a ス 環境 」 が 提供 さ

れ よ うと し て お り、ア ト リ ウ ム の 設置や 、そ こ で

働 く個人 の 各々 の 好 み に あ っ た 、照明 ・空調等が

設 置され る よ うに な っ て い る 。

　環境に 対 す る 要件は 、非可 逆的で あ り、一定 の

環境が 確立 する こ とに よ り、そ の 確立 さ れ た 環境

の 劣化に 過敏 に な り、要件 自体を 精錬 さ れ て い く。

　 こ れ ら は 、建築様式 と し て の ポ ス ト モ ダ ニ ズ ム

の 流れ と し て 、　 般 に 受け 入 れ られ つ つ あ る 。

　オ フ ィ ス 環境は 、そ の 中で 行動す る人 間 の 基礎

的要件 の み で な く、そ こ に お け る機能的要件 に お

い て も決定 さ れ る 。
オ フ

ィ
ス 機能が情報処理 で あ

る と い う認識 の もと で は
、 そ の オ フ

ィ
ス 機能が オ

フ
ィ

ス 環境 に 働きか け る もの は 、
オ フ

ィ
ス で 利用

され る情報 メ デ ィ ア で ある 。 そ れ は 、言葉 と し て

の 音声 X デ ィ ア や 、 文字 と し て の ペ ーパ ー メ デ ィ

ア が 効 率的 に 機能す る こ とで あ り、よ り具体的に

は 情報 メ デ ィ ア を処理する ツ ール や、そ の 利用形

態に 由来す る こ と に な る 。 そ の こ とが、オ フ
ィ

ス

レ イ ア ウ ト をは じめ 、各種設備や建築物 自体に 反

映 され、そ こ で は 、文 書が 効率的に処理 され 流通

す る こ とや、 コ ミ ュ
ニ ケ

ー シ
。

ソ が効果的に 行わ

れ る よ うな環境が提供 され る こ と に な る 。

　 しか し、近年そ の 情報 メ デ ィ ア の 主 流が 、 OA

化 ・情報化 に よ り電子的 メ デ ィ ア に 移行す る よ う

に な り、そ の ツ ール と して OA 機器 が利用 され る

よ うに な っ て ぎて い る 。
こ の 移行に よ り、 新た な

オ フ
ィ

ス 環境が要求され る よ うに な っ て い る 。
こ

れ は 、OA 化に よ り情報処理 の ツ
ー

ル や 利用形態

が変わ り、オ フ
ィ ス 労働自体が 変質す る こ とに 由

来す る 。

　 OA 化は 、 知的活動 の 高速化 ・独 自補完化 ・高

品質化 ・低原価化 の 効果を もた らす （五 藤 、1994）。

独 自補完化 とは 、こ れ まで 複数の 人間や、
一

時的

な補助者、ま た は 外注で 行 っ て い た プ ロ セ ス を、

基本的に 1 人の 作業者 で 行 う こ とを可 能 に す る効

果で ある 。 こ の 効果は 、作業者 の 意 図す る処理 の

実現を図 り、 コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン が不 十 分で 起 こ

ユ54

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　for 　Soolal 　工nformatlos

研 究 論 文　一一オ フ
ィ ス 環境に お け る積極的環境効果 と そ の 実験調査 に つ い て の 研究

る問題を 回避 し、組織的な変化を もた らす 。 しか

し、こ の 処理 の 集約化の 結果と して、知的活動の

高速化とあわせ て、オ フ ィ ス 労働者の 継続的な集

中力が要求され る こ と に な り、オ フ ィ ス 労働か ら

の 疲労が増大す る こ と に な る 。
つ ま り、これ ま で

主流で あ っ た紙を 中心 とす る情報 メ デ ィ ア は 、そ

の 処理 が マ ン パ ワ ーと して 分散的で あ り、その 処

理 や ア ク セ ス に 時間が か か る こ とか ら、 こ れ を補

完す る オ フ ィ ス 環境が 求め られた 。 しか し、情報

メ デ ィ ア が 電子 メ デ ィ ア 化する こ とで 、そ の 処理

が マ ン パ ワ
ーとして 集約的 に な り、オ フ ィ ス 労働

者個 々 人 の 知的活動 の 高質化が 求め られ、そ の 実

現を支援す る オ フ ィ ス 環境が要求 され る こ とに な

る 。 また、 ツ
ール とし て の OA 機器を利用す る こ

とで 、旧来 の ツ
ー

ル と異な る VDT や 他 の 環境へ

の 問題等が、オ フ ィ ス 環境 の 展開と して 必要 とな

る 。

　 こ の よ うな、オ フ ィ ス 労働に お ける 知的活動の

集約化に と もな い 、そ れ を 支援す る オ フ ィ ス 環境

と して 、よ り快適な環境の 実現が要求 され る こ と

に な る 。 こ れ は 、前述 し た ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の 内

在的な問題か ら起因す る 快適性が 求め られ る もの

で あ る。

3． 積極的環境効果

　環境を 、 主体に 対す る 影響とい う観点か ら考え

て み る と、否定的環境、保全的 環境、 積極 的環境

の 3 つ の 環境が存在す る こ とに な る （五 藤、
1992）。

否定的環壌は 、 主 体の 健康を損ね た り、存在 を も

否定 しかね な い 環境で あ る 。 保全 的環境 とは 、否

定的環境下 に お い て 方策を 施 し、環境 か らの 影響

に 対 し主 体 の 保全 を図 る もの で あ る 。 積極的環境

とは 、 逆 に 環境 か ら良 い 影響を受け、主 体が 活性

化す る環境 で あ る 。

　 オ フ ィ ス 環境 に つ い て 考 えて み る と、こ れ ま で

は 人工的環境化や各種 の 制度 ・規制 も含め て 、

定の 保全的環境 下で 、オ フ ィ ス 労働が遂行 されて

い た こ と に なる 。 し か し、 OA 化に よ る オ フ ィ ス

環境 の 変容 は 、 VDT 問題等、新た な保全策が必

要 に な っ て い る 。ま た、 こ の オ フ ィ ス 環境で は 、

肉体労働 に 対す る もの もある が 、精神的労働 い わ

ゆ る知的活動 に 対す る方策 が必要 に なる。それは

前述 し た 知的活動 の 高質 化 に ともな う、集中力 の

継続的な維持等 に 起因す る こ とで あ る。 こ の よ う

に 、 OA 化 された オ フ
ィ

ス 環境、つ ま り機能的要

件か ら変質す る オ フ ィ ス 環境 で は 、新た な保全的

環境が 必要 とな り、よ り快適な環境が 求め られ る 。

　 OA 化 され た オ フ
ィ

ス 労働か ら ダ メ
ージ を 受け

た とぎに 、そ の 保全策 と して 、そ れを回復す る環

境下 に 入 る、例 えば リ フ レ ッ シ ュル ーム の よ うな

も の は 保全 的環境と い え る 。 しか し、OA 化 し た 、

機能 的要 件か ら変 質 し た オ フ ィ ス 労 働に お い て

は 、そ の 知的活動を支援す る オ フ ィ ス 環境が 求め

られ る こ と に な る 。 オ フ ィ ス 環境の 場 に お い て 、

知的活動を支援 し、それ を
一

定 の 水準 に 維持する

もの で あれ ば 、そ の 環境は よ り よ い 状態を保ち 、

主 体が 活性化す る環境 とな る
。

つ ま り、 精神的ダ

メ ージ を 回復す る だ け で な く、組織的 ・作業的環

境か ら の 影響に 対 し て 、精神的 ダ メ
ージ に 至 る前

に 、オ フ
ィ

ス 環境が影 響 し生理 的 に そ れ を回避す

る こ とや、 さ らに 積極 的 に 知的活動を活性 化す る

こ と に なれ ば
、 そ の よ り快適な環境は 積極的環境

と い う こ とが で きる し、 また OA 化され た オ フ ィ

ス 環境で は 、 そ の 積極的環境が 求 め られ る こ と に

な る 。

　 OA 化 され て い な い 環 境 で は 、 物理 的動作 （筋

肉を 中心 に 動作 させ る 肉体的労働）が 多く、物理

的動作に 対す る保全を求 め る オ フ a ス 環境 （例え

ば 、オ フ a ス レ イ ア ウ ト の 考慮等）が必要に なる 。

しか し、 OA 化 され た オ フ ィ ス 環境に お い て は 、

ネ ッ
ト ワ ーク 化 され た OA 機器 に よ り、物理的動

作 は 減少す る こ とで 、知 的活動 の 中核 で ある思考

的動作が 相対的 に 増 加す る こ とに な る （五 藤、

1990）。 物理的動作 に は 、処理 の 高速化 に 制約が

あ り、肉体的 ダ メ ージ を回復 させ る に は時間的限

界が ある。 OA 化 された 状況で は、思考的動作は
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物理的動作に 対 し て 、飛躍 的に 高速 に 処理 で き、

さらに 、そ の 精 神的 ダ メ ージを回避 させ 、また そ

の 動作を活性化 させ る 環境 が提供で きる の で あれ

ば、思考的動作 を深め る こ とも可能 で あ る。 OA

化 された オ フ ィ ス 環境で は 、思考的動 作 の 比率が

増す こ とか ら、全体的 に 知 的活動を支援す る積極

的環境 の 効果を発揮す る 可能性 が高 まる こ と に な

る。

　 こ の よ うな積 極的環 境効 果 と し て 、精 神的 ダ

メ
ージ を回避 させ 、また 思考的動作 を活性 化 させ

る よ り快適な環境 と して 、環境音楽や香 りの 利用

が考え られ る 。 環境音楽や 香 りの 研究で は 、例 え

ば ス ト レ ス に 対 し て 生理 的に そ れを 回避す る こ と

や 、知的活動に 効果があ る と い う よ うな 、 生理的

研究や心 理 的研究は 数 多 く報告 され て い る （五藤、

1992）。 こ の こ とか ら、OA 化 され た オ フ ィ ス 環

境に お け る積極的環境効果を環境音楽や 香 りで 実

現 させ る こ とが で きる と仮定す る こ とが で きる 。

4．　 実験調査概要

　積極的環境効果 の 仮定を 検証す る た め に 、第一

生 命保険府中情報 セ ン タ
ー （1992年 9 月に 竣 工 し

た イ ン テ リ ジ z ン ト ビ ル ）に お い て 、 シ ス テ ム 開

発室 （従業員は基本的に SE 、
プ 卩 グ ラ マ ）の 4

フ 卩 ア
ー

を 4 グ ル ープ に わ け実験調査を 行 っ た
。

4 グ ル ープ は 、 環境音楽 と香 りを設置す る グ ル ー

プ、環境 音楽 の みを 設置す る グ ル
ープ

、 香 りの み

を設置す る グ ル ープ
、 環境に 変 化 の な い グ ル ープ

で ある 。 なお 、本実験以 外に 基 本的 に 環境 の 変化

は な い 。

　 こ の うち、環境音楽 は 、MUZAK 社 の MP −

830 プ ロ グ ラ ム 演奏機 を設置 し、 ビ ル 音響 シ ス テ

ム を利用 し て 、当該 フ ロ ア ーに 環境音楽 （MUZ

AK 社 A プ ロ グ ラ ム ： こ の プ 卩 グ ラ ム は 、当該 フ

ロ ア ー
の 従業 員の 平均年齢か ら選択 した ア ッ

プ テ

ン ポ な音楽が 主に 演奏 され る）を流 した 。 こ の 環

境音楽は 、音楽に 慣れて しまわ な い よ うに 、15分

間演奏 した後に 、15分間 の イ ソ タ
ーバ ル を経 て 、

また 演奏 され る よ うに コ ソ ト ロ
ール され て お り、

また 1 日 の 労働 の 疲労曲線 に あわ せ て 音 楽刺激を

与 え る よ うに プ ロ グ ラ ム され て い る 。なお 、本調

査中、同
一

曲は 流れて い な い 。

　香 りは 、資生堂 フ レ グ ラ ン ス プ ロ セ
ッ

サ F − 1

を、当該 フ ロ ア
ー

に 各 2 台ず つ 設置 し、集中力向

上 に 効果が あ る と され る シ ト ラ ス 系 の 香 り （資生

堂 ア ク テ a ブ シ ト ラ ス ）を流 し た 。 こ の フ レ グ ラ

ン ス ・プ 卩 セ ッ サ は 、香 りに 慣れ て しまわ な い よ

うに 、香 りを 2 分 間流 した 後、 8分間停 止 し、ま

た流す よ うに コ ン ト 卩
一

ル され て い る 。 な お、当

該 フ 卩 ア ーの 空調 に よ る 気流 が 、当初の 予 想 よ り

少な く、香 りが当該 フ 卩 ア ーの 全 域 に 流れ な い こ

とか ら、 1 週 間後調査 の 後に 音楽と同様、15分 間

の イ ン タ ーバ ル に 設 定 し、1 ヶ 月後調査 の 後に は 、

上 日 の 内、断続的 に 3 分の 2 の 時間流 し、 3 分の

1 の 時間流 さな い と設定 し た 。

　本調査は 、上記 に よ る 環境 の 変化前 と変化後に

お い て 、次の 内容で 各 フ 卩 ア ー
の 従業員に 対 して 、

調査票の 記 入を依頼 し実施 し た
。

　（1） 環境変化開始 日 の 前 日（1993年 4 月 21 日）

に 、覚醒 と ス ト レ ス の 調査、調査前 3 日分 の オ フ

ィ
ス 内行 動 を 調 査 し た 。 覚醒 の 調査 は 、

Mat −

tews ら に よ る覚醒度調査UMACL の 日本 語版 で

あ る 、 日 本 語 版 覚醒 度 尺 度 （JUMACL ；

Japanese　UWIST 　Mood 　Adjective　Checklist）を

利用 し （石 田他 、
1992）、ス ト レ ス は 、

Mackay

ら に よ る SACL （Stress　Arousal 　Checklist）（C．

J．Mackay 　et　a1 ．，1978） 日本語版 の ス ト レ ス 尺度

部分を利用 し た 。
こ れ ら の 尺度は 、形容詞を利用

し て 、そ の と きの 気分が その 形容詞 に あて は まる

か 否か を質問す る もの で ある 。 オ フ ィ ス 内行動の

調査は 、時間軸上 に オ フ ィ ス 内行動、思考的行動

を調査対象者 の 記入 に よ り実施 した。

　（z） 環境変化後 の 調査 は、環境変化後 1週 間後

（1993 年 4 月 28 日）、 1 週 間 調査 後 の 1 ヶ 月後

（1993年 5月 末〉、同 2 ヶ 月 後 （1993年 6月 末）

に 、 ヒ記の 覚醒 、
ス ト レ ス

、 オ フ
ィ

ス 内行動の 調
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研 究 論 文　　オ フ
ィ ス 環境に お け る 積極的環境 効 果 とそ の 実験調査 に つ い て の 研究

査 と、オ フ
ィ

ス 生産性 と環境音楽 ・香 りの 好み に

つ い て の ア ン ケ
ー

ト調査を実施 した 。

5． 結果お よび考察

　本調査 に 対 し て 、記入 ミ ス 、異常値 と考 え られ

る もの を除 ぎ、表 1 の 回 答を得た 。
こ れは 、調査

開始前調査に 回答 し た 対象老 と、 1週間後、 1 ヶ

月後、 2 ヶ 月後 の 各調査 とが同
一

人の 場合の み 対

象 と し た 。 例 えば 、1週間後の 調査 で ある な らば、

同
一
人物 の 開始前 の デ ータ と 1週間後 の デ ー

タ を

1組 と し て 取 り扱 うとい うこ とで ある。な お 、覚

醒 の 調査 で は 、調査時が午前 と午後と で は、覚醒

が異 な る こ とか ら （Humphreys 　et　aL ，1984）、 調

査開始前調 査で 記入 され た時間が 、 そ の 後の 調査

と異 な る場 合は、対象か ら除外 した 。
オ フ

ィ
ス 内

行動に お け る思考的行動割合で は 、 各調査前 3 日

に オ フ
ィ

ス 内活動が な い も の を除外 した 。 ま た 、

覚醒 、 ス ト レ ス 、思 考的行 動割 合 の 結 果 は 、 2 ヶ

月後で は 仕事内容がか な り変化す る こ とか ら、こ

の 考察対 象か ら除外 した 。

　 　 　 　 　 　 　 表 1　 調査回答数

1週問後調査 23 名 （男 15 名，女 1 ヰ名1 ，平均年齢ど 8　00 歳

環境音楽と香りの群 1 ケ月後調査 27 名 （男 16 名，女 11 名），平均年齢 ZS ．25 俵

2 ケ 月後調査 L8 名 （男　了名，女 11 名1 ，平均 年齢27 ，56 歳

1週間後調査 24 名 （男 21名．女　 3名，．半均 年齢27 ．54歳

環境音楽の群 1 ケ月後調査 22 名 （男19 名，女　3 名｝，平均年齢27 ．64 歳

2 ヶ月後調査 17 名 偶 15 名，女　2名1，平均年齢27 ．OQ 歳

1週問後調査 42 名 〔男 20 名，女 ビ2名），平均年齢 27 、EO歳

香りの群 1 ケ 月後調査 43 名 （男 23 名，女 2D 名｝，平均年齢 27 、91 歳

2 ケ月後調査 37 名 1男 21名，女 16名），平均 年齢27 ．23 歳

1週間後調査 48 名 〔男 34 名，女14 名1 ，平均年齢26 ．54 歳

環境に変化の ない 群 1 ケ月後調査 32 名 〔男 24 名，女　B 名｝，平均年齢27 ．15 歳

2 ケ月後調査 21 名 （男 15 名，女　5名〕，平均年齢 25 ．67 歳

　表 2 は 、1 週間後 と 1 ヶ 月後 の 調査結果で あ る。

こ れは 、覚醒、 ス ト レ ス 、オ フ ィ ス 内行動 に お け

る思考的行動割 合を 、各 グ ル ープ の 上 段 に お い て 、

調査開始前 と調査開始後に おけ る各 々 の 平均値、

変化は 〔調査後 の 平均値
一
調査前の 平均値） ÷ 調

査前 の 平 均値を 百 パ ー
セ ン ト表示 した も の で あ

る 。 また 、各 グ ル ープ の 下 段 は 、調査 開始前 の デ
ー

タ と調査 開始後 の デ ー
タ とを分散分析 した結果 で

あ る 。

　 こ の 覚醒 の うち、 エ ネ ル ギ ー覚醒 とは 、調子 の

乗 っ て い る 状態 で の 覚醒 で あ り、緊張覚醒 とは、

不安 な状態で の 覚醒で ある 。 積極的環境効果 の 仮

定が成立 す る な らば 、 エ ネ ル ギ ー覚醒が調査開始

前よ り増 し、緊張覚醒 と ス ト レ ス が 同様 に 減 る こ

とに なる 。

　 こ の 結果、 1週間後 に お い て は、覚醒は変化の

特徴 を見受け られ ない が 、 ス ト レ ス お よび思考的

行動 割合 は、環境を変化 させ た グ ル ープ に 平 均値

で 減少傾 向が 見受け られ た 。 しか し 、 有意差 を 見

る こ とは で ぎなか っ た 。
1 ヶ 月後に お い て は 、覚

醒は環境変化 の グ ル ープ で エ ネ ル ギ
ー
覚醒の 平均

値で増加が見受けられ 、 緊張覚醒 で は 全体的 に 低

下 した 。 しか し、
こ こ で は 有意差 は 見られなか っ

た 。
ス ト レ ス は 全体的に 減少 したが 、環境音楽 と

香 りの グ ル
ープ で は 、0．5％の 有意 水準で 有意で

あ り、環境音楽の グ ル ープ で は 、 5 ％ の 有意水準

で 有 意 とな っ た 。 思考的行動割 合 は 、変化 の 特徴

を．見受け られなか っ た 。 なお 、思考的行動割合 の

1 ヶ 月後 の 調査で は 、調査票に 不 備が あ り、記入

例が記載 されて い なか っ た こ とか ら、思考的行動

割合を 100％ と記 入 し た もの が 多 くあ り、 こ の よ

うな結果 に な っ た （た だ し、香 りの グ ル
ープ と環

境 に 変化 の な い グ ル ープ に は 記入 例が 一部追加 配

布 された ）。こ の こ とか ら、環境音 楽を 設置 した

グル ープ で は 、 1 ヶ 月後に お い て ス ト レ ス で、積

極的環境 効 果を 発揮 して い る こ と が見受け られ

た 。 同様 に 、思考的行動割合に お い て 、そ の 割合

の 低下 と して の 思考的行動 の 高質化 の 傾向を 感 じ

られ たが、前述 の 調査票 の 不 備に よ り、今回は 確

定で ぎなか っ た 。

　表 3は 、環境を変化 させ た 各グ ノレ ープ と、環境

に 変化の な い グ ル
ープ と の 、各個人 デ ータ の 差 の

変化の 比較で ある 。 表の 対象は 、その 環境を変化

させ た各 グ ル
ープ を あ らわ し、 コ ン ト ロ

ール は 環

境に 変化 の な い グ ル
ープ を あらわ し て い る。 こ の

結果、 1週間後の 調査 に お い て は 、 ス ト レ ス と思

考的行動割合が、各 グル
ープ で 環境 に 変化 の な い
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表 2　各グ ループ の 変化

エ ネル ギー覚醒 緊 張覚醒 ス トレ ス 思考的行動割 合

調査前 調査後 変化 調査前 調査 後 変化 調査前 調査後 変化 調査前 調査後 変 化

　　 音楽 と香 の 群凾 25．0025 ．47．
＋1．87％ 22，2721 ，40 ・3．89％ 6．82．．

6．50
　．

・4．71％　． 74．7070 ，41 一5，75％

分散分析

．
ら
・0．13く4，18・F（1，29、0．05）

　　　　響
巳
＝0・26（4．1肆＝F（1，29，0，05）

．
馬司 ，03く4，02・F（1，55，ロ，05）

．　　　　　．
F

｝
＝α43 く4．03＝F（1，53，0，D5）

　 　 　 音楽 の 群響 ． 26．08　 27，08　 ＋3．83％ 21，00　 21，92 ＋4．40％ 8，50　 6，88　 −19，12％ 88．62　 87，95　・O．75％
分散 分析

．　　　　膠
F，・0，23（4．24・F（1，25，0．05）

．　　　　凾
『
＝0．52（4．24召F（1，25，0．05） 鳬吃 79 く4．O肝 （1，4フ，O，05）

　■ ．
F。・α01く4．08＝F（1，41，0．05）

　　　　香の 群「 ． 25．93　 25，79　−G．55咒　　　　鹽 19，36　 20．00 ＋3．32％ 6，76　 5，43　 −19，ア2％ 62．33　 60．73　−2．57％
分散分析

．
ら
・0．01く4．21罵F（1，27，0．05）

．
丹
・O．30く4．21冨F（1，27，ロ．05） 喘

＝2．52（3．97・F（1、
83，0．05）

　． 卩
Fo＝α06 （3．981＝FI（1，フ9，0．α5）

環 境に 変化の ない 群． 25．81　 26，55　＋2，88％ 21，71　 21，55　−0．74％ 6，50　 6．ア1　 〒3．21％ 74．89　 77，BO ＋3．89％F
分散分析

． ．
F。・ロ．42く4，00雷F（1，61，0．05）

．　　　　． r｝一一一一一
F、＝0．03（4．OO＝F（1，51，0．05）

一一一凾 ．
馬4 ．07〈3，95・F（1，95，0，05）

　・　　　一一　　9幽一一一一一一一　　一，．一冒｝一一
F。＝α43（3，96＝F（1，91，0．。5）

1週 間後の 鯛査結果

エ ネ ルギ
ー
覚醒 緊 張覚醒 ス トレ ス 思 考 的行動割 合

調査前 調査後 変化 調査前 調査 後 変化 調 査前 調査後 変化 鯛査前 調 査後 変化

　　 音楽 と香 の 群9 24，6825 ，58 ＋3，62％ 21，4720 ．37 一5，15％ 9，595 ，30 一44．79％ 78．6581 ，92 ＋4．16％
分散分 析

．　　　 ．
F，・O．59く4．t1＝F（1，37，0．05）

■
F
，
・0．43く4．11＝F（1．3ア、O．051F 。＝11，04＞8．59昌Fn　 53　 C，ひ蚓

響　　　　一一，一冒冒．
F、＝α28（4．04＝F（1．5  O．05）

一一．巳．一冒．

　 　 　 音楽 の 群9 24，86　 25，93　＋ヰ，31％ 25，29　　22．29　　−11．86％ 8，59　 6．50　 −24．34％ 83．1D　83，76 ＋O．80％膠
分散 分 析

．　　　 ．
『＝D．19〈4．21＝F（1，2フ．0．G5）

，
F、・3．46く4．21呂F〔1，27，D．05〕

　． ．
馬4 ．31＞4．OみF（1430 ，05

　・ 一一曹一一P幽一一一一一一一一凾■
F

。
＝α01く4．08罵F（1，41，0．05〕

　 　 　 香の 群・ 24，79　 25、04　＋1，01％ 19，67　 18，79　−4．45％ 6．63　 5．35　 −19，30％ 66．11　 65，29　−1．23鶉卩
分散 分 析

．　　　 ”
F
。
＝0．04く4．D6＝F（1，47，0．05）

闇 　　　　卩
F、・0．78く4．06＝F〔t，4フ，D．05〕

「 ‘　　　　　　　　　．
r・2．75 （3．9フ・F（1，85，0、05）

　　　一一一一P−一一駻P曹凾暫．一一一
F。＝α02く3．98霜F〔1175，0．。5）

環 境 に 変化の な い 群齟 ∠°・1．！．⊥
Aハ　　r　「　　　　ハ厂　　　（A　　　　　　F　　r　P肘

盈
・∪》

」
幽
今・1°粫

AA　　　A一　　　　　　A　A　　　一　A　　　　　　　−　　　A　−
‘5・弓ノ 1∠

忌う∠ 」
’b・bb％ 昌

：
り∪

一nA 内＿凵 ＿ −
　　 lb・／11 ’1b・I」％

幽・一山 ．
δ5・

三
91 呂4・巨4itL 弖7覧’

分散分 析 馬
＝OJ4 く4．06＝F（1，45，0．05） F、＝1．32〈4．D6＝F〔1，45．O．05） F、・1．51く4．0鮮 （1，61．O、05） F。＝α04く4．02＝F（1，55，0．05）

　　　　　　　　　　　　　　 1 ヵ 月後の 調査 結果

表 3　 環境 を変化 させ た グ ル
ー

プ と変化 させ ない グ ル
ー

プの 個人 デ
ー

タの 差 の 変化

エ ネル ギ
ー

覚醒 緊 張覚醒 ス トレ ス 思考的行動割 合

対 象 コント囗
一
ル 対 象 コントロ

ール 対象 コントロール 対象 コントロー1レ

音楽 と香の 群 2．30％ 3，59％ 一〇．38％ ・Q，69％ 一〇，32％ O，21％ 一4，30％ 2．91％
． ．
　　　 分散分析

曽 ．
F。・0．10 く4．。6・F（1，45，。．05）

膠 ．
F。・0．OO く4．　Oδ覃F（1、45，　D．05）F、30 ．29 く3．98 ＝F（1，

75，α05）
膠

F
、
＝3．24く3．99・F（1，72，0．05）

　　　 音楽 の 群．
5，38％
　　　．

3，59％ ・7．89％ ・O．67％ 一1．63％ 0．21％ 一
〇．67％ 2，91％

分散 分析 F
、
・O．16く4コ フ・Fq ，43，0．　D5）

響
F
，

・L17 く4．07＝F（1，43，。．05）F
、
＝3．851（3．99＝F（1，71，ユ 05）

　　　　　F
F
。
・O．ア3く3．99・F（1、66，0．。5）

香の 群 O，12％ 3，田％
一3．84％ 一〇．67賜 一1．33％ 0．21％ 一1．60％ 2．91％

． ■
　　　 分散分析

「 ・　　　　　　　　．
F。＝0．52（4』 7＝F（1，44，0．05）

．
F：＝0呷35く4．07＝F（1，44，D．05）

凾
R ＝415 ＞396＝Ft89005

　　　　　．
F。・1．65く3．9フ＝F（1，85，0．05）

1 週 間後 の 胴 査結果

エ ネル ギー覚 醒 緊 張覚醒 ス トレ ス 思 考的行動割 合

対象 コントロ
ー
ル 対象 コントロール 対象 コントロ

ー
」レ 対象 コントローll

音楽 と香の 群 4．54％ 一3，67％ 一2．56％ 3．95％ ・4，30％ ・1，29％ 3，24％ 1．14％響 胴 ．
　　 　 分散 分析

「 ．
−
4　 　＞ ＝F　 　 lo ．

．
F
。
・O．63 く4．OB冨F（1，41，。．05）

　．
F＝．40 ＞4．01≡　　 5フ　 　 5F

、
・O，09く4．03＝F（1，53，0．051

音楽 の 群 7，73％　 　 −3．67％ 9，54％　　 3，95％ 一2．09％　　 −1．29％ O．67％　　 1．14％． ． ．
　　　 分散分析

響 F 卩
F¶612＞5．噌7＝F1360 ．025

齢 ■
F：＝O．91＜4．12＝F（1，36，0．05＞

　．
F、・O．34く4．0箏F〔1，52，0．05）

　　　　　曽
F。＝α 01（4．05畧F（t，48，0，05）

香の 群 2．97％　 　 　
−3．67％ 2．46％　　 3．95％ 一1，28％　　

・1，29％ ・Q，82％　 　 1，14％． ．
　　　 分散分 析

膠
F。＝2．64（4．D6＝F（1，46、O．05＞

．　　　　 ■ ■ 噛
Fo＝0．08く4．05＝F（1，46，0．05）

　¶ 鹽
馬毛 OOく3．9解 （1，フ3，0、05）

國「　　　　　卩
FFO ．10 〈3．99・F（1、65，0．05）

1 ヵ 月後の 調査結果
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研 究 論文
一

オ フ
ィ

ス 環境 に お け る積極的環境効果 とそ の 実験調査 に つ い て の 研究

グ ル
ープ に 対 して 低下 し、香 りの グ ル ープ で 5％

の 有意水準で 有意差をみ る こ とが で きた 。
1 ヶ 月

後の 調査に お い て は、 エ ネ ル ギ
ー
覚醒が 各グ ル ー

プ と も増加 し、音楽 と香 りの グル
ープ で は 5％ の

有意水 準で 、音楽の グル ープ で は 2．5％ の 有意水

準で 有意を み た 。 しか し、他で は 特徴を み る こ と

が で きなか っ たが、 ス ト レ ス で 、音 楽 と香 りの グ

ル ープ が 5％の 有意水準で 有意をみ た 。 こ の こ と

か ら、香 りの グ ル
ープ で 、 1週間後 とい う短期間

に ス ト レ ス に 対 して効果を発揮 して い る こ とが見

受け られた が、前述の とお り、1 週間後 に お い て 、

メ
ーカ ーの推奨値で ある 2 分流 し 8 分流 さない と

い うイ ン タ ーバ ル を崩 して しま い 、 フ 卩 ア ー内に

香 りむ らが起 こ り、そ の 後に傾向をみ る こ とが で

きな くな っ た 。なお、環境音楽と香 りの グ ル ープ

の 香 りが設定は 同様 に した が、運用
・
管理 」二不備

があ り （結果 と し て 好 ま し い 不 備 とな っ た）、香

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4

りの グ ル ープ の 半分も香 り物質が 流れな か っ た 。

こ れは 、次に 考察する ア ン ケ
ー

ト調査か ら確認す

る こ とが で きる 。 環境音楽を設置 し た グ ル
ープ で

は 、エ ネ ル ギ
ー
覚醒に 効 果を発揮 し た 。

　結果が悪 くな っ た者 の イ ン タ ビ ュ
ーで は 、親族

は死亡 が あ っ た等が あげ られ た
。 音楽 と香 りに よ

る積極的環境効果は 特効薬的な もの で は な く、 こ

の よ うな事例 の もとで は 、効果を 発揮する こ とは

難 しい
。 また 、個人に よ りそ の 効果が多 く発揮す

る もの もあれば 、そ の 影響 の 発生 しな い もの も考

え られる。 こ の こ とか ら、覚醒 の 調査結果を検討

す る と、環境に 変化の な い グ ル ープ で は 、

エ ネ ル

ギ
ー
覚醒が増加す る もの と緊張覚醒が減少する も

の とは ラ ン ダ ム に存在 す るが 、 環境を 変化さ せ た

グ ル
ープでは 、エ ネ ル ギ ー覚醒 が増大 した もの で

は 、 緊張覚醒が増加 した もの が 、環境を変化 させ

な い グ ル
ープ に 対 して 少 な く見受け られ た 。

こ の

覚 醒 度の適用 度検定

エ ネ ル ギー覚醒

音楽 ・香の 群 音楽の 群 香 の 群 環境変化の ない 群

効果有 i効果無　　　「 計 効果有 i効果無　　　 鑒 計 効果有 1効果無　　　 1
計 効果有 働 果無 計

効果有 6io 6 4i483i2 5 6　i511緊

張

覚

醒

幽一嘘一曽舮一一一一

効果無

’一一一一一一一一
†
冒’ロー一’一’一ロ

　 1　 1　 2
　 　 　 1

一一一一13一一一一冒冒ロー一
†
一一一

　〇 i5 『 11 ・ 6 ・ 1 ・ 14

計 7i2 9 4i913417n 1411125

適合度検定 Y   畜 ．14 ＞502 ≡脚 ，0025 ｝ X2。

−3．61）271 二
X2〔1，。・1〕 X3。

−2．21   ．71＝X2 〔1、01 ｝ X2 。

−0．02 α 、7ユ；X2〔1・0・11

1週問後

エ ネ ル ギ
ー覚醒

音楽 ・香の群 音楽の 群 香 の 群 環境変化 の ない 群

効果有 i効果無 計 効果有 1効果無 計 効果有 i効果無 計 効果有 i効果無 計

効果有 8i19 9 ｝ 11 〔） 8i2104i26緊

張

覚

醒

効果無 2i5 7
　 　 T　　

．

0　　1　 2　　 1

2 71310713 　　 1

　膠
10

計 1。 i6
　 　 1

ユ6gi3
　 　 ，

1215i5
　 　 0

2011i5
　 　 1

16

適合度検定 X   略 11 ＞5．。2＝X2〔1ρ．025 ） X2 。
評 ．20 ＞5・02昌X2〔1、0．025 ｝ X  

＝2．21 ¢ 7rX2 （1．0．ユ） κ
20−0．02 ・2．71＝X2（1，0・エ｝

1 ケ 月後

159

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

こ とか ら、表 4 の よ うに 、 エ ネ ル ギ ー覚醒が 、増

加 し た もの （効果有）、変化がな い か 減少 した も

の （効果無）と、緊張覚醒が、減少 した も の （効

果有）、変化がない か 増大 した もの （効果無）に

分け て 適合度検定を行 っ て み る と、環境音楽と香

りの グ ル ープ に 有意水準 2，5％で 独 立 性が あらわ

れ 、 環境音楽の グ ル ープ に 10％の 有意水 準で 独立

性 が あらわ れ た
。

さ らに 、 1 ヶ 月後に お い て は 、

上 記 の 各 グ ル ープ で 2，5％ の 有意水 準で 独立 性 が

あ らわれ 、 環境音楽が 覚醒 に お い て 積極的環境効

果を 発揮 して い る こ とが 見受け られた 。

　 こ こ で
、 覚醒

・ス ト レ ス ・思考的行動割 合の 実

験調 査に つ い て ま とめ る こ とに す る 。 覚醒 に つ い

て は 、調査開始前と開始後の 差が
、 環境変化 の な

い コ ン ト ロ
ール との 比較 に お い て 、 1 ヶ 月後調査

に 環境音楽を設置 した 各 グル ープ で 、エ ネル ギ ー

覚醒が有意 に 効果をあらわ した 。また 、エ ネ ル ギ ー

覚醒 と緊張覚醒 の 効果有無 の 適合度検定 で 、 1週

間後調査 と 1 ヶ 月後調査に 、環境音楽を設置 した

各グ ル ープ に 有意に 独立性が あらわれ た 。

　 ス ト レ ス は 、各グ ル
ープ の 調査 前 と調査後の

デ ータ で 、 1 ヶ 月後調査に お い て 、 環境音楽を設

置 し た 各グル ープ で 有意に 効果を あ らわ した 。 調

査開始前 と開始後の 差が、環境変化の な い コ ン ト

卩 一ル と の 比較に お い て 、 1週間後調査で 、香 り

の み を設置 し た グ ル ープ で 有 意 に 効果 を あ らわ

し、 1 ヶ 月後調査に 環境音楽 と香 りを設置 し た グ

ル ープ で 有意に 効果を あ らわ し た 。

図 1　 音楽と 香の 群 （1 ヶ 月後）

　 　 仕事 の効率が エ が T た

　 　 　 作業 ミス が減 っ た

　 気持 ち良 く仕 事か て い る

　 　 　 よ い 発想が わ く

　 　 　 　 　 疲 れ ない

ゆとりをも．コ て仕 事がで きる

　 　 　 仕事に 集中で きる

コ ミュニ ケ ーシ 1 ン が しやすい
　 落ち着い て仕 事がで きる

　 　 　 仕事 が しや すい

　 　 判断能力が高 ま っ た

　 オフ f ス 生 産性 が向上 し た

　 　 狠 性疲労 が軽 減 した

　 　 肉体 疲労か軽減 さ れた

O咒　　　　　10 ％　　　　　20 ％ 　　　　　30 ％ 　　　　　4D ％ 　　　　50％ 　　　　　60 ％ 　　　　　70 ％ 　　　　　8D ％　　　　　9D ％　　　　100 ％

ま っ た くそ うでな い 口 あま りそ うでない 　 鬮 n’わらない 　　　 ■ 少し そうで ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 2　 音 楽 と 香の 群 （2 ヶ 月後）

　 　 仕事 の 効率が上 が った

　 　 　 作業 ミス が域 った

　 気拵 ち良 （仕事 がで い る

　 　 　 よ い 発想 がわ く

　 　 　 　 疲れな い
ゆとり をも っ て仕＄ b，’T・きる

　 　 　 仕事 に婁aコで きる

コミュニ ケ
ー

シ ョ ンが し やす い

　 落ち着 L、て仕事 が？ きる

　 　 　 仕事が しやす い

　 　 判 断能 力 が 高 ま ワた

　 オフ ｛ ス 生産 性が向 上 J た

　 　 眼性疲労が軽戒Jた

　 　 肉体 疲労 が軽減 され た

■ まった くそ うで あ る
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研究論文 オ フ
ィ

ス 環境に お け る 積極的環境効果 とそ の 実験調 査に つ い て の 研究

図 3　 音 楽 の 群 （1 ヶ 月後 ）

　 　　 仕事の 効率が上 が っ た

　 　　 　　 作業 ミス が 減 っ た

　 　 気持 ち良 く仕事が で い る

　 　　 　　 　 よ い 発想 が わ く

　　　　　　　　　疲れ ない

　ゆとりをも っ て 仕事が で きる

　　　　　 仕事に 集中で きる

コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン が レや すい

　 　 落 ち酒 い て仕事が できる

　 　　 　　 　 仕事が しや す い

　 　　 　 判断能力が 高 ま っ た

　　オフ ィ ス生産性が 向上 した

　 　　 　 眼 性疲労が軽 減した

　 　　 肉体疲労が軽減 された

o％ 10 ％ 20 ％ 30 ％ 40 ％ 50 ％ 60 ％

口 まっ た くそうで ない 匚］あ ま り そうで な い 　 囲 かわ らな い 　　　　■ 少 しそうで あ る

　　　　　　　　　　　　　　　　　図 4　 音楽 の群 （2 ヶ 月後）

アo％ 8D ％ go ％

■ ま った く そ う で あ る

1DO ％

　　　 仕事の 効率が
．
上が っ た

　　　 　　 作業 ミス が減 っ た

　　 気持 ち良 く仕事 がでい る

　　　 　　 　 よい 発態がわく

　　　 　　 　　 　　 疲れな い

　ゆとりをも っ て仕事か
．
できる

　　　 　　 仕事に 集中で きる

コ ミュニ ケ
ー

シ ョンが レや す い

　　 落 ち着 い て仕事が できる

　　　 　　 　 仕事が しや すい

　　　 　 判断能力が高ま っ た

　　オフ ィス 生産性が向上した

　　　 　 眼性疲 労が軽 減レた

　　　 肉体疲労が軽減 された
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口 ま っ た くそ うで な い 囗 あま りそ うでな い 　 霞］か わらな い 　　　　■ 少 しそうで あ る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5　 香の 群 （1 ヶ 月後）

　　　 仕事の 効率が上が っ た

　 　　 　　 作業 ミス が減 っ た

　 　 気持 ち良 く仕事か で いる

　 　　 　　　 よい 発想がわく

　 　　 　　　 　　 　疲 れない

　ゆとりをも っ て 仕事が できる

　 　　 　　 仕事に集中できる

コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン が しやすい

　 　 落 ち着 い て仕事が できる
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　 　　 肉体疲労 が軽減 された
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図 6　香 の 群 （2 ヶ 月後）

　 　 仕事の効率 が上が っ た

　 　 　 作業ミス が
・
減 っ た

　 気持 ち良く仕 事がで きる

　 　 　 　 よ い 発想が わ く

　 　 　 　 　 疲れ な い
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　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt 　’　

，a ＿ 響1…………ii響1 、。奪釜 響 ．鼕i轡畿 課 1諷

口 ま っ た く そ う でな L、國 あ ま り そうで ない 　廛］どちらともい えな い ■ 少 しそ うで あ る　　躙 ま っ たくそうで ある

　 これ ら心理的変化の 計測で は 、環境音楽に お い

て 効果が 発揮 された こ とがわか る 。 香 りに お い て

は 、環境設定 の 不備か ら不 完全 で あるが、効果が

発揮 された 。 思考的行動割 合に つ い て は 、有意差

をみ る こ とがで きなか っ た が、効果の 傾向を読み

とる こ とが で きた 。

　次 に 、 1 ヶ 月後、 2 ヶ 月後に 実施 した 、オ フ ィ

ス 生産性 の ア ン ケ
ー ト調査 の 結果を み る 。

　図 5の 環境音楽と香 りの グ ル
ープ の 1 ヶ 月後の

結果で は 、「気持ち よ く仕事が で きる」、「ゆ と り

を も っ て 仕事がで きる」、 「コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ

ョ
ン が

しや す い 」 とい う精神的快適 さや 機能的な快適 さ

に 、「ま っ た くそ うであ る」、「少 しそ うで ある」

とい う高評価 （以下 同様）をする もの が 30％以上

あ り、また 「肉体疲労が軽 減 され た」、「眼精疲労

が軽減され た 」 と い う疲労に 対する事項が 、「ま

っ た くそ うで な い 」、「あま りそ うで ない 」 と い う

低評価 （以下 同様）が 15％以上 あ っ た。図 62 ヶ

月後の 調査で は 、高評価で 「仕事が しやすい 」、「判

断能力が 高ま っ た」 が 1 ヶ 月後に 比 べ 10ポイ ン ト

程 度評 価が高 ま り、「ゆ と りを も っ て 仕事が で ぎ

る」、「疲れない 」が 10ポ イ ン ト以 ヒ低下 した。 し

か し、機能的快適さ、精神的快適さが平均化 し、

図 7 の よ うに 1 ヶ 月後 の 調 査 に 加 え、「仕事が し

や すい 」、「落 ち つ い て 仕事 が で きる 」 が 30％をこ

した 。 低評価で は 、 1 ヶ 月後調査で 疲労 に 対す る

事項が 10ポイ ン ト以上 低下 し、全体に 低評価 が減

少 した 。
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研 究 論文　　オ フ
ィ

ス 環境 に お け る積極的環境効果 とそ の 実験調査 に つ い て の 研究

　環境音楽 の み を設置 した グ ル ープ で は 、図 7の

よ うに 1 ヶ 月後調査で 「仕事の 効率が 上 が っ た 」、

「気持ち よ く仕事がで きる 」、「コ ミ ュ
ニ ケ ーシ

ョ

ン が しや すい 」 とい う機能的快適さ等 に 15％以上

の 高評価があ り、「肉体疲労が軽減され た 」、「眼

精疲労が軽減 され た 」、「疲れない 」 とい う疲労 に

対す る事項が 15％以上 の 低評価が あ っ た 。 図 8 の

2 ヶ 月後調査で は 、高評価で 「ゆ と りを も っ て 仕

事が で ぎる 」、「仕事 に 集中で きる」、
「疲れ な い 」、

「オ フ ィ ス 生産性が 向上 した」が 10ポ イ ン ト以 上

増加 し、「仕事 に 集 中で ぎる」、
「ゆ と りを も っ て

仕事が で ぎる」が 20％を こ した の を は じめ 、精神

的快適さや 機能的快適さが平均的に 伸びた 。 低評

価で は 全体的に 低評価が 減少した 。

　香 りの み を設置 した グ ル ープ で は 、 図 9 の よ う

に 1 ヶ 月後調査 で
、

「ゆ と りを も っ て 仕事が で ぎ

る」、
「落 ち つ い て 仕事がで きる」 とい う精神 的 ・

機能的快適 さ に 15％を こ える高評価を得、低評価

は 10％を こ える もの がなか っ た 。 図 10の 2 ヶ 月後

調査で は 、
「コ ミ ュ

ニ ケ ーシ
ョ

ン が しやすい 」、「気

持 ち よ く仕事が で きる」が 10ポイ ン ト以上増加 し、

これ らの 精神的 ・機能的快適 さが 15％以上 の 高評

価を得た 。 しか し低評価 で は、疲労に 対する事項

をは じめ 全体的 に増加 した 。
これは 、 前述 した と

お り、1 ヶ 月調査終 了後香 りを流す比率を増大 し、

か え っ て 環境が悪化 した と考え られる 。

　環境変化 に よる オ フ
ィ

ス 内の 環境は 好きか と い

う ア ン ケ ー ト調査 で は 、 図 11の とお り 1 ヶ 月後 と

2 ヶ 月後 の 変化で は 、 「ま っ た くそ うで あ る」、「少

しそ うであ る」 と い う、 好きで あ る とい う評価 が

増加 した もの は 、 環境音楽と香 りの グル ープ の 環

境音楽に つ い て の み で 、 他は 減少 した 。 「ま っ た

くそ うで な い 」、 「あま りそ うで ない 」 とい う、好

きとは い え な い 評価は 、 全体的に 激減 した 。 特 に、

環境音楽を 設置 した グ ル ープ で は 、 2 ヶ 月後に 33

ポイ ン ト減少 した 。 これは 、音楽の 好み の 差 の 脳

波 へ の 影響に つ い て の 研究 （渡辺、1988）で 、同

様の 音楽を計 5 回 日数的間隔をお い て 聞かせ脳 波

の 測定を 行 うと 、 初回は 好み の 差 と思われ る反応

差が 大 ぎか っ た が
、 回数を 重ね る毎に 差が 縮 ま り

最終的に は 同 じよ うな反応を示 す よ うに な っ た と

い う研究を裏付け る もの と見受 けられ る。環境の

好み は 、 好きであ る と い う回答 を含め て 、時間経

過に よ り順応化 し、好 きか とい う質問に 、「どち

らともい えない 」 とい う回答が増加す る傾向があ

る 。

　 ア ン ケ ー ト調査で は 、全体的 に 「気持ち よ く仕

事が で きる」 等、質問事項に 「仕事」 とつ くもの

に 高評価 を得て い る もの が 多 く、肉体的疲労や作

業 ミ ス 等、物理的作業に 関する もの は高評価が少

ない こ とや、低評価に肉体的疲労に 関する もの が

多い 。 こ の こ とか ら、環箋音楽や 香 りに よ る環境

で は 、3．積極的環境効果で 述べ た 、 思考的動作 に

評価を得 て い る こ とがわ か る 。

　今回 の 実験調査 で は 、 環境音楽や香 りを設定 し

た 各 グ ル ープが個人毎の 好 み に 関係な く環墳 を設

定 した 。 環境音楽に 関 して の 好み は 、前述 したよ

うに 、 影響は あま りな い と考えられるが 、特 に 香

りに つ い ては好み が影響 し、 ア ソ ケ ー トで もそれ

が うかが えた 。

6．　 おわ りに

　現 代に お ける、オ フ ィ ス 環境 の 変化を機能的要

因を中心 に考察 し、そ の 変化は OA 化に よる、情

報 メ デ ィ ア の 電子 メ デ ィ ア へ の 変化に よる知的活

動 の 高質化で ある こ と。また 、 こ の OA 化に よ る

オ フ
ィ ス 環境は、積極的環境が求め られ 、か つ そ

の 動作的問題か ら、積極的環境効果を高 め られ る

可能性が高い こ とを論 じた 。 さ ら に 、こ の 積極的

環境効果を 実現する もの に 、環境音楽 と香 りが考

え られ る と仮定 し、実験調査を 行 っ た。そ の 結果、

各要素毎に
一定 の 効果を 計測 し、実証す る こ とが

で きた 。 しか し、実験中 の 不 備に よ り計測で ぎな

か っ た も の もあ り、次 回 の 研究の 反省 と し て 今後

に い か した い
。

　喫煙 は 、そ の 効果が な い とは い えな い が 、健康
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的 な問題 か ら、現代 で は オ フ ィ ス か ら隔離 され、

喫煙 コ ーナ 等が設置 され て い る。今回 の 環境 音楽

や香 りは、現時点で そ の 害に つ い て 論 じられて い

る もの で はな い
。 しか し、前述 の よ うに 個人 の 好

み に 相違があ る こ と は 事実で ある。 OA 機器 がネ

ッ ト ワ
ーク化され る こ と に よ り、オ フ ィ ス の 物理

的位置関係か ら解放され、オ フ ィ ス 労働者 の 執務

位置が フ レ キ シ ブ ル に な り、オ フ ィ ス 労働者 の好

み に よ り環境を選択 し、そ の環境の な か で執務す

る こ とが今後可能に な る。 よ っ て 、将来的に 個人

の 好み に よ り環境を選択 し、その 位置で 執務する

こ とも可能で あ る 。 こ の こ とか ら、好 み の 特性に

よ り効果を 計測する こ とが 、今後必要 で ある 。

　今回の 実験調査は 、必理 的変化を測定 し、その

機能的効果をは か る もの が中心 で あ っ た 。次 の 段

階と して 、環境 の 好み の 特性 も含め、オ フ ィ ス 作

業の 各構成要素毎 の 影響に つ い て 、実験室 レ ベ ル

で 調査 し、オ フ ィ ス 現場 で 実験調査を 行い た い 。

楽を 、株式会社毎 日映像音響 シ ス テ ム 、香 りを、

株式会社資生堂 の 環境機 材提供の ご協力の 上 で 行

わ れた。各社の ご協力 に 対 し深 く感謝い た し ます 。
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